
保証書付き
保証書は、裏表紙に付いております。

販売店にて必ず記入を受け、大切に

保管してください。

取 扱 説 明 書

お買い上げありがとうございました。
ご使用になる前に、この取扱説明書
を必ずお読みいただき、正しくご使
用ください。
お読みになった後は、お使いになる
方がいつでも見られるところに必
ず保管してください。

も く じ

家庭用

●長年ご使用のフードプロセッサーの点検を！

こんな症状は
ありませんか

ご使用
中止

症状
●電源コードや電源プラグが異常に熱くなる。
●こげくさい臭いがする。
●製品の一部に割れ・ゆるみ等がある。
●その他、異常や故障がある。

事故防止のため、電源プラグ
を抜き、販売店に点検・修理
をご相談ください。

本社／東京都品川区西五反田5ー5ー7　工場／長野県松本市和田4217ー1

保   証   書
保証期間

ご芳名
様

お電話

住所・店名

電話

ご住所（〒　　　　　　　　　）

品　　番 保証対象 本体TK210 お買い上げ年月日より1年間
★お買い上げ年月日

様
客
お
★

店
売
販
★

〈無料修理規定〉

●修理メモ

お買い上げ日から保証期間中に、取扱説明書、本体ラベルなどの注意書に従った正常な使
用状態で故障した場合には、本書記載内容に基づき、お買い上げ販売店が無料修理いたし
ますので商品と本保証書をご持参・ご提示の上、お買い上げ販売店にご依頼ください。
1. 保証期間内でも次のような場合には有料修理となります。
　 ㈰使用上の誤り、改造や不当な修理による故障または損傷。
　 ㈪お買い上げ後の落下、引っ越し、輸送などによる故障または損傷。
　 ㈫火災、地震、水害、落雷などの天災ならびに公害や異常電圧などの外部要因による故
　 　障または損傷。
　 ㈬業務用としての使用、車両、船舶への搭載など一般家庭用以外に使用された場合の故
　 　障または損傷。
　 ㈭本書の提示がない場合。
　 ㈮本書にお買い上げ日、お客様名、販売店名の記入のない場合あるいは字句を書き換え
　 　られた場合。
2. ご転居の場合は事前にお買い上げ販売店にご相談ください。
3. ご贈答品などで本書に記入してあるお買い上げ販売店に修理を依頼されることができな
　 い場合は、「お客様ご相談窓口」にお問い合わせください。
4. 本書は日本国内においてのみ有効です。（This warranty is valid only in Japan.）
5. 本書は再発行いたしませんので紛失しないよう大切に保管してください。

この保証書は本書に明示した期間、条件のもとにおいて無料修理をお約束するものです。
従ってこの保証書によってお客様の法律上の権利を制限するものではありませんので、保
証期間経過後の修理などについてご不明の場合は、お買い上げ販売店または「お客様ご相
談窓口」にお問い合わせください。
保証期間経過後の修理、補修用性能部品の保有期間について詳しくは「アフターサービス」
の項をご覧ください。
当製品の保証書にご記入いただいた、お客様の個人情報は、修理・交換品の発送のみに使
用し､それ以外の目的で使用したり、第三者に提供する事は一切ございません。
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安全上のご注意

●ご使用前に、この「安全上のご注意」をよくお読みの上、正しくお使いください。

●ここに示した注意事項は、製品を正しく安全にお使いいただき、お使いになる人や他の人々への
危害や財産の損害を未然に防ぐためのものです。必ずお守りください。

●注意事項は次のように区分しています。

誤った扱いをすると、死亡または重傷を負う
可能性が想定される内容を示します。

誤った扱いをすると、人が傷害を負う可能性
や物的損害のみの発生が想定される内容を示
します。

記号は、「してはいけないこと」の
内容をお知らせするものです。

記号は、「しなければならないこと
（強制）」の内容をお知らせするも
のです。

絵表示の例

（左図の場合は分解禁止）

（左図の場合は電源プラグを
　コンセントから抜く）

電源プラグは根元まで確実に差し込む。

発火や感電の恐れがあります。

動作中にフタを開けない。

けがをする恐れが
あります。

ボトルに、指・スプーン・箸など
調理材料以外を入れない。

けがをする恐れがあります。

電源コードや電源プラグが
傷んだ時は使わない。
差し込みのゆるいコン
セントは使わない。

発火や感電の
恐れがあります。

使用時に必ず電源コードと
電源プラグを点検する。

傷んだ状態で使うと発熱や感電の
恐れがあります。

電源プラグはぬれた手でさわったり、
操作しない。

感電する恐れがあります。

アフターサービス

9

仕

　様

2

200V

止

本体

ボトルフタ

ボトル

両面
おろし刃

みじん切り
カッター収納状態

みじん切りカッター

カッター保護カバー

円板軸

1 2

3

故障かな？と思ったら
下記のことをお確かめになり、それでも調子が悪いときはただちにご使用を中止し、お買
い上げの販売店、または弊社「お客様ご相談窓口」にご相談ください。（10ページ参照）

●

●

材料の切りかたが大きすぎる。
材料の量が多すぎる。

●

●

材料を小さく切りなおす。
材料の量を減らす。

煙が出る。
電源コードがねじれて戻らなくなった。

振動が大きい。

● コンセントの差し込みがゆるい。 ● コンセントに原因がある場合が
あります。最寄りの電器店にご
相談ください。

● ただちに使用を中止し、「お客様
ご相談窓口」にご相談ください。

電源プラグが異常に熱い。

●

●

●

材料の量を減らす。
電源プラグをコンセントに差し
込む。
本体の凹部とボトルフタの凸部
を合わせる。（5ページ参照）

刃がまわらない。 ●

●

●

材料の量が多すぎる。
電源プラグが抜けている。

本体の凹部とボトルフタの凸部
が合っていない。

こんなときは 考えられる原因 処置の方法

高さ215×幅187×奥行き161（mm）

約1.7kg（収納時）

1分（1分動作後は15分休止）

フードプロセッサー

1.0m

300g（液体含む）

TK210

品 名 寸 法

質 量

定 格 時 間

調理最大量

品 番

AC100V　50/60Hz電 源

320W消 費 電 力

約4700回／分（無負荷時）回 転 数 コード長さ

保管のしかた
　

保管時はボトルにみじん切りカッター・円板軸・両面おろし刃を入れ、
ボトルフタ・本体をのせます。
みじん切りカッターには必ずカッター保護カバーをかぶせてください。
必ずお手入れをして、しっかり乾燥させてから保管してください。

安全上のご注意

梱包のポリ袋は乳幼児の手が届く場所に
置かない。

頭からかぶるなどをすると口や鼻を
ふさぎ、窒息する恐れがあります。

修理技術者以外は、
絶対に分解・修理・改造を
しない。

発火・感電の恐れが
あります。

安全スイッチを直接指や棒など
フタ以外のもので絶対に押さない。

けがをする恐れがあります。

カッターの刃の部分に
直接手を触れない。

けがをする
恐れがあります。

子供や幼児の手の届く
場所には保管しない。

子供や幼児が
けがをする恐れが
あります。

子供だけで使わせない。
幼児の手の届く所で使わない。

子供や幼児がけが・感電を
する恐れがあります。

● 水につけない。水をかけない。
● ぬれた手で使わない。

感電の恐れがあります。

交流100V以外で使わない。
（日本国内専用）

発火する恐れが
あります。

電源コードは、
● 無理に曲げない　● ねじらない
● 引っ張らない　● 重いものを乗せない
● 熱い物に近づけない。

電源コードが傷む恐れがあります。

ねじれが戻らなくなった
電源コードは危険なため、
使わない。

コンセントから
電源プラグを抜く時は、
電源プラグを持って抜く。

電源プラグを傷める
恐れがあります。

動作していないことを確かめてから、
電源プラグを抜き差しする。

けがをする恐れが
あります。

調理中はフタを
しっかり押さえる。

けがをする恐れが
あります。
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1分以内

40℃

パッキン断面

取り付け断面

内側

裏
面

ボトル
フタ

表
面

安全上のご注意

使用後は必ず電源プラグを
コンセントから抜く。

火災・感電の恐れが
あります。

部品の取り付け、取り外し及び、お手入
れをする時は、電源プラグをコンセント
から抜いておく。

感電・けがの
恐れがあります。

調理以外の目的では使わない。

本製品が破損する恐れがあります。

本製品は家庭用なので、業務用として
使わない。

食器洗い乾燥機や食器乾燥機を使わない。

本製品が傷む恐れがあります。

金属製・ナイロン製のたわし・みがき粉・ベ
ンジン・シンナー・漂白剤などを使わない。

本製品に傷がつく恐れがあります。動作中に移動させない。

けがをする恐れが
あります。

不安定な所では使わない。

けがをする恐れがあります。

みじん切りカッターまたは
円板軸の先端に食材・水分が
付着してる状態で使わない。

本製品が故障する恐れがあります。

40℃以上の材料はボトルに入れない。
熱湯をボトルに
直接かけない。

ボトルが割れ、けがを
する恐れがあります。

材料が多すぎたり、その他の
原因で動作が止まった時は、
そのままの状態で使わない。

本製品が破損する
恐れがあります。

カッターが完全に停止するまでは
絶対にフタを開けない。

けがをする恐れが
あります。

1回の動作は連続1分以上おこなわない。
（連続1分間動作した時は
　15分以上休ませる。）

故障の恐れがあります。

調理材料を取り出す時には、
ヘラなどで取り出す。

けがをする恐れが
あります。

お手入れのしかた
電源プラグをコンセントから抜いてお手入れをしてください。

ぬるま湯を流しながら、お掃除ブラシで洗
います。
サビの恐れもありますので、よく水切りを
して、しっかりと乾燥させてください。
※刃の部分でけがをしないように充分注意
してください。
※軸内に入り込んだ食材も
お掃除ブラシでしっかり
落としてください。

カッター類・円板軸

やわらかい布を「石ケン水」
や「水で薄めた中性洗剤」に
浸し、よくしぼってからよご
れなどを拭き取ります。

本　体

ボトルフタパッキンは、最初から取り付けられています。お手入れの際は、ボトルフタパッキ
ンをはずし、ぬるま湯を流しながら付属のお掃除ブラシでボトルフタを洗います。
ご使用の際は、ボトルフタパッキンを乾かしてからしっかりと取り付けてください。ボトルフ
タパッキンが正しく装着されないと、液体が漏れやすくなります。（ボトルフタパッキンには
表面、裏面があります。）

ボトルフタ

必ず台所用中性洗剤をつけ
て洗い、充分すすぎ、しっ
かり水分を拭き取り乾かし
ます。
※調理後は、できるだけ早
くボトルから材料を取り
出し、洗ってください。

ボトル

●

●

本体は水につけたり、水をかけない。
刃の部分には直接触れない。

●

●

●

ベンジン・シンナー・金属たわし・磨き粉・漂白
剤・化学ぞうきんをよごれ落としとして使わない。
食器洗い乾燥機や食器乾燥器は使わない。
40℃以上のお湯では洗わない。

【取り外し手順】

1 指でボトルフタパッキンを
はずします。

2 お掃除ブラシでボトルフタ
を洗います。

【取り付け手順】

1 ボトルフタパッキンは表面・裏面があります。
表面を内側にして取り付けます。

2 ボトルフタのふちに向けてボトルフタパッキ
ンを返し、表面が見えるようにします。
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材料（2人分）

作りかた

ハンバーグのたね

スイッチ

電源コード本体

ボトルフタ

ボトルフタパッキン 両面おろし刃

みじん切りカッター 円板軸

ボトル ボトル軸

電源プラグ

凸部（4ヶ所）

お掃除ブラシ

安全スイッチ

凹部（4ヶ所）

カッター保護カバー

つまみ部

ボトルフタにセットした時、ボ
トルフタの凸部がはまります。

材料と調理例
表記の重さは、最少～最大の投入量のおおよその目安です。

★肉（牛肉・豚肉・鶏肉）
　100～300g

みじん切りカッターをセットし、パンと
玉ねぎを上にして、（重い物ほど下）肉と
卵、スパイスを入れます。
様子を見ながら、約20秒連続プッシュ
します。

●

●

スパイス類

牛肉（2cm角に切る） 200g
玉ねぎ（2cm角に切る） 50g
食パン 30g
卵 1／2個

塩 小さじ1／4
コショウ 少々
ナツメグ 少々

※約5～20秒間
連続プッシュします。

みじん切りカッター使用（きざむ・まぜる）

●骨やすじを取り除き、2～3cm角位に切り
ます。（鶏肉は皮も取り除いてください。）

★だいこん・長いも・にんじん

※おろし刃の上にひとな
らべにのせ、連続プッ
シュします。

おろし刃使用（鬼おろし・細かおろし）

●だいこんは皮をむいて2cmの輪切りにし、
4分割します。長いも・にんじんは皮をむ
いて2cm角位に切ります。

★魚（白身魚・いわし・えび）
　100～300g

※約30～50秒間
連続プッシュします。

●骨・わた・皮・頭を取り除き、2～3cm
角位に切ります。

★たまねぎ　
　70～300g

※みじん切りの様子を見な
がら、5～15回程間欠
プッシュを繰り返します。

●2～3cm角に切ります。

★にんじん
　70～300g

※みじん切りの様子を見な
がら、5～15回程間欠
プッシュを繰り返します。

●皮をむいて2～3cm角に切ります。

★キャベツ　
　70～150g

※みじん切りの様子を見な
がら、5～15回程間欠
プッシュを繰り返します。

●芯を取り除き2～3cm角に切ります。

★パン粉　1/2枚～3枚
　（食パン8枚切り）

※約10～30秒間
連続プッシュします。

●柔らかいものを耳をとって6～8つにちぎ
ります。

●

●

●

生クリーム・卵白などの泡立てには使わない。
乾燥昆布・鰹節・煮干・朝鮮人参などの堅い材料の
調理には使わない。
山いも・つくねいも・やまといもなどの粘り気の強
い物のおろしはしない。

みじん切りカッターを使わ
ない時や保管時はカッター
保護カバーをかぶせます。

カッター保護カバーをはず
す時は下図のように、つま
み部を持ってはずします。

用途に応じて、「粗目」
と「細か目」を使い分け
ます。

向きを
合わせる

「粗目」面

「細か目」面

各部のなまえとはたらき
　

使い分け

本体セット部

本体裏面

カッター保護カバー

●

●

「おろし・とろろ」のできあ
がり時の最大量
「液体を含むもの」の最大量

けがの恐れあり

刃に触れないよう、ご注
意ください。
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材料

使いかた

●

●

●

●

●

●

●

刃の部分に直接触れない。
40℃以上の熱い材料は直接入れない。
仕上がり量が「おろし・とろろ最大量」を超えないようにする。
本製品ではジュースを作らない、乾物を粉砕しない。
みじん切りカッターがまわらない時は、材料を減らす。
脂身の多い肉は、カッターの切れ味が低下するので注意する。
ボトルの壁に材料がついたまま切れない場合は、動作を止
め電源プラグを抜いて、ヘラでかき落としてから再びまわす。

●

●

　

●

　

●

●

●

本体をセットしてから電源プラグをコンセントに差し込む。
電源プラグをコンセントに差し込んだまま、ボトルの中
に手を入れない。
みじん切りカッターがついたままのボトルの中に手を
入れない。
材料が入ったままのボトルに再びカッターを取り付けない。
使用ごとにボトル・みじん切りカッターは必ず洗う。
調理が終わったら電源プラグをコンセントから抜く。

●

●

●

刃の部分に直接触れない。
両面おろし刃はガタつきのないよう、しっかり固定する。
本体をセットしてから電源プラグをコンセントに差し込む。

●

●

仕上がり量が「おろし・とろろ最大量」を超える場合は、
別の容器に移し手順2～5を繰り返す。
調理が終ったら電源プラグをコンセントから抜く。

　

ボトルにみじん切りカッターを
セットし、材料を入れる。1 ボトルフタをしっかり押さえ、

スイッチを手の平で
プッシュする。

3
ボトルフタをしっかり押さえ、
スイッチを手の平でプッシュする。4

ボトルフタをのせる。本体の凹部とボ
トルフタの凸部をしっかり合わせてか
ら電源プラグをコンセントに差し込む。

2 電源プラグをコンセントから抜き、
本体・ボトルフタ・みじん切りカッ
ターをはずしてからヘラなどで材料
を取り出す。

4
電源プラグをコンセントから抜き、
本体・ボトルフタ・おろし刃をはず
してからヘラなどで材料を取り出す。

5

●

●

●

みじん切りカッターは、軸
を持ってセットします。
材料が多い時は、分割
して何回かに分けてき
ざみます。
材料の分量は7ページ
を参照してください。

●本体は軽く左右に回して
ボトルフタ上で動かないよ
うに、確実にセットします。

使いかた

1 おろし刃の穴と円板軸の形を合わせて
下まで差し込みます。

2 ロック状態になるまで、おろし刃を
反時計回りにまわして固定します。

スイッチを押し続け、
ガーッと一気にまわし
ます。

1回1秒位で、スイッチ
のON-OFFを繰り返し、
ガッガッガッと断続的
にまわします。

穴と軸の形を
合わせる

ロック状態

スイッチの使いかた

「きざむ」「まぜる」の手順

おろし刃を組み立てる。1

ボトルにおろし刃をセットし、
材料をおろし刃の上にのせる。2

●「粗目」・「細か目」のどちらか、使いたい
面を上にして組み立てます。

「おろし」の手順

間欠プッシュ連続プッシュ

けがの恐れあり

スイッチを押した状態で電
源プラグをコンセントに差
し込むと、スイッチが入り
ますのでご注意ください。

ボトルフタをのせる。本体の凹部とボ
トルフタの凸部をしっかり合わせてか
ら電源プラグをコンセントに差し込む。

3

●本体は軽く左右に回して
ボトルフタ上で動かないよ
うに、確実にセットします。

●おろす材料が1回で入
り切らない場合、また
は仕上がり量が「おろ
し・とろろ最大量」を
超える場合は、手順5
を終了させた後、手順
2～5を繰り返してく
ださい。

けがの恐れあり

スイッチを押した状態で電
源プラグをコンセントに差
し込むと、スイッチが入り
ますのでご注意ください。

けがの恐れあり

おろし刃の組み立ての際は、刃に触れな
いでください。
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材料

使いかた

●

●

●

●

●

●

●

刃の部分に直接触れない。
40℃以上の熱い材料は直接入れない。
仕上がり量が「おろし・とろろ最大量」を超えないようにする。
本製品ではジュースを作らない、乾物を粉砕しない。
みじん切りカッターがまわらない時は、材料を減らす。
脂身の多い肉は、カッターの切れ味が低下するので注意する。
ボトルの壁に材料がついたまま切れない場合は、動作を止
め電源プラグを抜いて、ヘラでかき落としてから再びまわす。

●

●

　

●

　

●

●

●

本体をセットしてから電源プラグをコンセントに差し込む。
電源プラグをコンセントに差し込んだまま、ボトルの中
に手を入れない。
みじん切りカッターがついたままのボトルの中に手を
入れない。
材料が入ったままのボトルに再びカッターを取り付けない。
使用ごとにボトル・みじん切りカッターは必ず洗う。
調理が終わったら電源プラグをコンセントから抜く。

●

●

●

刃の部分に直接触れない。
両面おろし刃はガタつきのないよう、しっかり固定する。
本体をセットしてから電源プラグをコンセントに差し込む。

●

●

仕上がり量が「おろし・とろろ最大量」を超える場合は、
別の容器に移し手順2～5を繰り返す。
調理が終ったら電源プラグをコンセントから抜く。

　

ボトルにみじん切りカッターを
セットし、材料を入れる。1 ボトルフタをしっかり押さえ、

スイッチを手の平で
プッシュする。

3
ボトルフタをしっかり押さえ、
スイッチを手の平でプッシュする。4

ボトルフタをのせる。本体の凹部とボ
トルフタの凸部をしっかり合わせてか
ら電源プラグをコンセントに差し込む。

2 電源プラグをコンセントから抜き、
本体・ボトルフタ・みじん切りカッ
ターをはずしてからヘラなどで材料
を取り出す。

4
電源プラグをコンセントから抜き、
本体・ボトルフタ・おろし刃をはず
してからヘラなどで材料を取り出す。

5

●

●

●

みじん切りカッターは、軸
を持ってセットします。
材料が多い時は、分割
して何回かに分けてき
ざみます。
材料の分量は7ページ
を参照してください。

●本体は軽く左右に回して
ボトルフタ上で動かないよ
うに、確実にセットします。

使いかた

1 おろし刃の穴と円板軸の形を合わせて
下まで差し込みます。

2 ロック状態になるまで、おろし刃を
反時計回りにまわして固定します。

スイッチを押し続け、
ガーッと一気にまわし
ます。

1回1秒位で、スイッチ
のON-OFFを繰り返し、
ガッガッガッと断続的
にまわします。

穴と軸の形を
合わせる

ロック状態

スイッチの使いかた

「きざむ」「まぜる」の手順

おろし刃を組み立てる。1

ボトルにおろし刃をセットし、
材料をおろし刃の上にのせる。2

●「粗目」・「細か目」のどちらか、使いたい
面を上にして組み立てます。

「おろし」の手順

間欠プッシュ連続プッシュ

けがの恐れあり

スイッチを押した状態で電
源プラグをコンセントに差
し込むと、スイッチが入り
ますのでご注意ください。

ボトルフタをのせる。本体の凹部とボ
トルフタの凸部をしっかり合わせてか
ら電源プラグをコンセントに差し込む。

3

●本体は軽く左右に回して
ボトルフタ上で動かないよ
うに、確実にセットします。

●おろす材料が1回で入
り切らない場合、また
は仕上がり量が「おろ
し・とろろ最大量」を
超える場合は、手順5
を終了させた後、手順
2～5を繰り返してく
ださい。

けがの恐れあり

スイッチを押した状態で電
源プラグをコンセントに差
し込むと、スイッチが入り
ますのでご注意ください。

けがの恐れあり

おろし刃の組み立ての際は、刃に触れな
いでください。
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材料（2人分）

作りかた

ハンバーグのたね

スイッチ

電源コード本体

ボトルフタ

ボトルフタパッキン 両面おろし刃

みじん切りカッター 円板軸

ボトル ボトル軸

電源プラグ

凸部（4ヶ所）

お掃除ブラシ

安全スイッチ

凹部（4ヶ所）

カッター保護カバー

つまみ部

ボトルフタにセットした時、ボ
トルフタの凸部がはまります。

材料と調理例
表記の重さは、最少～最大の投入量のおおよその目安です。

★肉（牛肉・豚肉・鶏肉）
　100～300g

みじん切りカッターをセットし、パンと
玉ねぎを上にして、（重い物ほど下）肉と
卵、スパイスを入れます。
様子を見ながら、約20秒連続プッシュ
します。

●

●

スパイス類

牛肉（2cm角に切る） 200g
玉ねぎ（2cm角に切る） 50g
食パン 30g
卵 1／2個

塩 小さじ1／4
コショウ 少々
ナツメグ 少々

※約5～20秒間
連続プッシュします。

みじん切りカッター使用（きざむ・まぜる）

●骨やすじを取り除き、2～3cm角位に切り
ます。（鶏肉は皮も取り除いてください。）

★だいこん・長いも・にんじん

※おろし刃の上にひとな
らべにのせ、連続プッ
シュします。

おろし刃使用（鬼おろし・細かおろし）

●だいこんは皮をむいて2cmの輪切りにし、
4分割します。長いも・にんじんは皮をむ
いて2cm角位に切ります。

★魚（白身魚・いわし・えび）
　100～300g

※約30～50秒間
連続プッシュします。

●骨・わた・皮・頭を取り除き、2～3cm
角位に切ります。

★たまねぎ　
　70～300g

※みじん切りの様子を見な
がら、5～15回程間欠
プッシュを繰り返します。

●2～3cm角に切ります。

★にんじん
　70～300g

※みじん切りの様子を見な
がら、5～15回程間欠
プッシュを繰り返します。

●皮をむいて2～3cm角に切ります。

★キャベツ　
　70～150g

※みじん切りの様子を見な
がら、5～15回程間欠
プッシュを繰り返します。

●芯を取り除き2～3cm角に切ります。

★パン粉　1/2枚～3枚
　（食パン8枚切り）

※約10～30秒間
連続プッシュします。

●柔らかいものを耳をとって6～8つにちぎ
ります。

●

●

●

生クリーム・卵白などの泡立てには使わない。
乾燥昆布・鰹節・煮干・朝鮮人参などの堅い材料の
調理には使わない。
山いも・つくねいも・やまといもなどの粘り気の強
い物のおろしはしない。

みじん切りカッターを使わ
ない時や保管時はカッター
保護カバーをかぶせます。

カッター保護カバーをはず
す時は下図のように、つま
み部を持ってはずします。

用途に応じて、「粗目」
と「細か目」を使い分け
ます。

向きを
合わせる

「粗目」面

「細か目」面

各部のなまえとはたらき
　

使い分け

本体セット部

本体裏面

カッター保護カバー

●

●

「おろし・とろろ」のできあ
がり時の最大量
「液体を含むもの」の最大量

けがの恐れあり

刃に触れないよう、ご注
意ください。
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1分以内

40℃

パッキン断面

取り付け断面

内側

裏
面

ボトル
フタ

表
面

安全上のご注意

使用後は必ず電源プラグを
コンセントから抜く。

火災・感電の恐れが
あります。

部品の取り付け、取り外し及び、お手入
れをする時は、電源プラグをコンセント
から抜いておく。

感電・けがの
恐れがあります。

調理以外の目的では使わない。

本製品が破損する恐れがあります。

本製品は家庭用なので、業務用として
使わない。

食器洗い乾燥機や食器乾燥機を使わない。

本製品が傷む恐れがあります。

金属製・ナイロン製のたわし・みがき粉・ベ
ンジン・シンナー・漂白剤などを使わない。

本製品に傷がつく恐れがあります。動作中に移動させない。

けがをする恐れが
あります。

不安定な所では使わない。

けがをする恐れがあります。

みじん切りカッターまたは
円板軸の先端に食材・水分が
付着してる状態で使わない。

本製品が故障する恐れがあります。

40℃以上の材料はボトルに入れない。
熱湯をボトルに
直接かけない。

ボトルが割れ、けがを
する恐れがあります。

材料が多すぎたり、その他の
原因で動作が止まった時は、
そのままの状態で使わない。

本製品が破損する
恐れがあります。

カッターが完全に停止するまでは
絶対にフタを開けない。

けがをする恐れが
あります。

1回の動作は連続1分以上おこなわない。
（連続1分間動作した時は
　15分以上休ませる。）

故障の恐れがあります。

調理材料を取り出す時には、
ヘラなどで取り出す。

けがをする恐れが
あります。

お手入れのしかた
電源プラグをコンセントから抜いてお手入れをしてください。

ぬるま湯を流しながら、お掃除ブラシで洗
います。
サビの恐れもありますので、よく水切りを
して、しっかりと乾燥させてください。
※刃の部分でけがをしないように充分注意
してください。
※軸内に入り込んだ食材も
お掃除ブラシでしっかり
落としてください。

カッター類・円板軸

やわらかい布を「石ケン水」
や「水で薄めた中性洗剤」に
浸し、よくしぼってからよご
れなどを拭き取ります。

本　体

ボトルフタパッキンは、最初から取り付けられています。お手入れの際は、ボトルフタパッキ
ンをはずし、ぬるま湯を流しながら付属のお掃除ブラシでボトルフタを洗います。
ご使用の際は、ボトルフタパッキンを乾かしてからしっかりと取り付けてください。ボトルフ
タパッキンが正しく装着されないと、液体が漏れやすくなります。（ボトルフタパッキンには
表面、裏面があります。）

ボトルフタ

必ず台所用中性洗剤をつけ
て洗い、充分すすぎ、しっ
かり水分を拭き取り乾かし
ます。
※調理後は、できるだけ早
くボトルから材料を取り
出し、洗ってください。

ボトル

●

●

本体は水につけたり、水をかけない。
刃の部分には直接触れない。

●

●

●

ベンジン・シンナー・金属たわし・磨き粉・漂白
剤・化学ぞうきんをよごれ落としとして使わない。
食器洗い乾燥機や食器乾燥器は使わない。
40℃以上のお湯では洗わない。

【取り外し手順】

1 指でボトルフタパッキンを
はずします。

2 お掃除ブラシでボトルフタ
を洗います。

【取り付け手順】

1 ボトルフタパッキンは表面・裏面があります。
表面を内側にして取り付けます。

2 ボトルフタのふちに向けてボトルフタパッキ
ンを返し、表面が見えるようにします。
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仕

　様

2

200V

止

本体

ボトルフタ

ボトル

両面
おろし刃

みじん切り
カッター収納状態

みじん切りカッター

カッター保護カバー

円板軸

1 2

3

故障かな？と思ったら
下記のことをお確かめになり、それでも調子が悪いときはただちにご使用を中止し、お買
い上げの販売店、または弊社「お客様ご相談窓口」にご相談ください。（10ページ参照）

●

●

材料の切りかたが大きすぎる。
材料の量が多すぎる。

●

●

材料を小さく切りなおす。
材料の量を減らす。

煙が出る。
電源コードがねじれて戻らなくなった。

振動が大きい。

● コンセントの差し込みがゆるい。 ● コンセントに原因がある場合が
あります。最寄りの電器店にご
相談ください。

● ただちに使用を中止し、「お客様
ご相談窓口」にご相談ください。

電源プラグが異常に熱い。

●

●

●

材料の量を減らす。
電源プラグをコンセントに差し
込む。
本体の凹部とボトルフタの凸部
を合わせる。（5ページ参照）

刃がまわらない。 ●

●

●

材料の量が多すぎる。
電源プラグが抜けている。

本体の凹部とボトルフタの凸部
が合っていない。

こんなときは 考えられる原因 処置の方法

高さ215×幅187×奥行き161（mm）

約1.7kg（収納時）

1分（1分動作後は15分休止）

フードプロセッサー

1.0m

300g（液体含む）

TK210

品 名 寸 法

質 量

定 格 時 間

調理最大量

品 番

AC100V　50/60Hz電 源

320W消 費 電 力

約4700回／分（無負荷時）回 転 数 コード長さ

保管のしかた
　

保管時はボトルにみじん切りカッター・円板軸・両面おろし刃を入れ、
ボトルフタ・本体をのせます。
みじん切りカッターには必ずカッター保護カバーをかぶせてください。
必ずお手入れをして、しっかり乾燥させてから保管してください。

安全上のご注意

梱包のポリ袋は乳幼児の手が届く場所に
置かない。

頭からかぶるなどをすると口や鼻を
ふさぎ、窒息する恐れがあります。

修理技術者以外は、
絶対に分解・修理・改造を
しない。

発火・感電の恐れが
あります。

安全スイッチを直接指や棒など
フタ以外のもので絶対に押さない。

けがをする恐れがあります。

カッターの刃の部分に
直接手を触れない。

けがをする
恐れがあります。

子供や幼児の手の届く
場所には保管しない。

子供や幼児が
けがをする恐れが
あります。

子供だけで使わせない。
幼児の手の届く所で使わない。

子供や幼児がけが・感電を
する恐れがあります。

● 水につけない。水をかけない。
● ぬれた手で使わない。

感電の恐れがあります。

交流100V以外で使わない。
（日本国内専用）

発火する恐れが
あります。

電源コードは、
● 無理に曲げない　● ねじらない
● 引っ張らない　● 重いものを乗せない
● 熱い物に近づけない。

電源コードが傷む恐れがあります。

ねじれが戻らなくなった
電源コードは危険なため、
使わない。

コンセントから
電源プラグを抜く時は、
電源プラグを持って抜く。

電源プラグを傷める
恐れがあります。

動作していないことを確かめてから、
電源プラグを抜き差しする。

けがをする恐れが
あります。

調理中はフタを
しっかり押さえる。

けがをする恐れが
あります。
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安全上のご注意

●ご使用前に、この「安全上のご注意」をよくお読みの上、正しくお使いください。

●ここに示した注意事項は、製品を正しく安全にお使いいただき、お使いになる人や他の人々への
危害や財産の損害を未然に防ぐためのものです。必ずお守りください。

●注意事項は次のように区分しています。

誤った扱いをすると、死亡または重傷を負う
可能性が想定される内容を示します。

誤った扱いをすると、人が傷害を負う可能性
や物的損害のみの発生が想定される内容を示
します。

記号は、「してはいけないこと」の
内容をお知らせするものです。

記号は、「しなければならないこと
（強制）」の内容をお知らせするも
のです。

絵表示の例

（左図の場合は分解禁止）

（左図の場合は電源プラグを
　コンセントから抜く）

電源プラグは根元まで確実に差し込む。

発火や感電の恐れがあります。

動作中にフタを開けない。

けがをする恐れが
あります。

ボトルに、指・スプーン・箸など
調理材料以外を入れない。

けがをする恐れがあります。

電源コードや電源プラグが
傷んだ時は使わない。
差し込みのゆるいコン
セントは使わない。

発火や感電の
恐れがあります。

使用時に必ず電源コードと
電源プラグを点検する。

傷んだ状態で使うと発熱や感電の
恐れがあります。

電源プラグはぬれた手でさわったり、
操作しない。

感電する恐れがあります。

アフターサービス



保証書付き
保証書は、裏表紙に付いております。

販売店にて必ず記入を受け、大切に

保管してください。

取 扱 説 明 書

お買い上げありがとうございました。
ご使用になる前に、この取扱説明書
を必ずお読みいただき、正しくご使
用ください。
お読みになった後は、お使いになる
方がいつでも見られるところに必
ず保管してください。

も く じ

家庭用

●長年ご使用のフードプロセッサーの点検を！

こんな症状は
ありませんか

ご使用
中止

症状
●電源コードや電源プラグが異常に熱くなる。
●こげくさい臭いがする。
●製品の一部に割れ・ゆるみ等がある。
●その他、異常や故障がある。

事故防止のため、電源プラグ
を抜き、販売店に点検・修理
をご相談ください。

本社／東京都品川区西五反田5ー5ー7　工場／長野県松本市和田4217ー1

保   証   書
保証期間

ご芳名
様

お電話

住所・店名

電話

ご住所（〒　　　　　　　　　）

品　　番 保証対象 本体TK210 お買い上げ年月日より1年間
★お買い上げ年月日

様
客
お
★

店
売
販
★

〈無料修理規定〉

●修理メモ

お買い上げ日から保証期間中に、取扱説明書、本体ラベルなどの注意書に従った正常な使
用状態で故障した場合には、本書記載内容に基づき、お買い上げ販売店が無料修理いたし
ますので商品と本保証書をご持参・ご提示の上、お買い上げ販売店にご依頼ください。
1. 保証期間内でも次のような場合には有料修理となります。
　 ㈰使用上の誤り、改造や不当な修理による故障または損傷。
　 ㈪お買い上げ後の落下、引っ越し、輸送などによる故障または損傷。
　 ㈫火災、地震、水害、落雷などの天災ならびに公害や異常電圧などの外部要因による故
　 　障または損傷。
　 ㈬業務用としての使用、車両、船舶への搭載など一般家庭用以外に使用された場合の故
　 　障または損傷。
　 ㈭本書の提示がない場合。
　 ㈮本書にお買い上げ日、お客様名、販売店名の記入のない場合あるいは字句を書き換え
　 　られた場合。
2. ご転居の場合は事前にお買い上げ販売店にご相談ください。
3. ご贈答品などで本書に記入してあるお買い上げ販売店に修理を依頼されることができな
　 い場合は、「お客様ご相談窓口」にお問い合わせください。
4. 本書は日本国内においてのみ有効です。（This warranty is valid only in Japan.）
5. 本書は再発行いたしませんので紛失しないよう大切に保管してください。

この保証書は本書に明示した期間、条件のもとにおいて無料修理をお約束するものです。
従ってこの保証書によってお客様の法律上の権利を制限するものではありませんので、保
証期間経過後の修理などについてご不明の場合は、お買い上げ販売店または「お客様ご相
談窓口」にお問い合わせください。
保証期間経過後の修理、補修用性能部品の保有期間について詳しくは「アフターサービス」
の項をご覧ください。
当製品の保証書にご記入いただいた、お客様の個人情報は、修理・交換品の発送のみに使
用し､それ以外の目的で使用したり、第三者に提供する事は一切ございません。
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保証書
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フードプロセッサー
品番：
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ド
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